
 1 

京
都
市
政
史
編
さ
ん
通
信 

第 45 号 
2013 年 4 月 

目 

次 

佐
竹
朋
子
「
学
習
院
学
問
所
雑
掌
稲
波
誠
に
つ
い
て 

『
稲
波
（
輯
）
家
文
書
』
か
ら
―
」
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１ 

森 

重 

樹
「
『
京
都
市
政
史 

第
二
巻 

市
政
の
展
開
』
を
読
ん
で
」
・
・
・
・
７ 

編
さ
ん
だ
よ
り
／
京
わ
ら
べ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
８ 

 
 

学
習
院
学
問
所
雑
掌
稲
波
誠
に
つ
い
て 

―
「
稲
波
（
輯
）
家
文
書
」
か
ら
― 佐 

竹 

朋 

子 

は
じ
め
に 

 

京
都
市
歴
史
資
料
館
架
蔵
文
書
写
真
帳
№
Ｕ
一
一
一
「
稲
波
（
輯
）
家
文
書
」
は
、

稲
波
藤
右
衛
門
の
流
れ
を
く
む
稲
波
輯
家
が
所
蔵
す
る
、
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
初
期

に
か
け
て
記
さ
れ
た
文
書
群
で
あ
る
。 

稲
波
家
は
、
中
世
以
前
か
ら
の
由
緒
を
も
ち
、
上
弓
削
村
（
現
在
の
京
都
市
右
京

区
京
北
町
）
の
有
力
者
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
一
〇

月
に
お
こ
っ
た
上
弓
削
騒
動
に
お
い
て
、
当
事
者
に
な
っ
た
家
で
も
あ
る
。 

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
一
一
月
、
稲
波
本
家
当
主
で
あ
っ
た
稲
波
誠
が
記
し
た

「
稲
波
家
一
族
附
属
之
系
并
来
由
」（
１
）

に
よ
る
と
、
稲
波
本
家
に
は
、
六
つ
の
分
家

が
あ
り
、
さ
ら
に
、
稲
波
本
家
に
附
属
す
る
二
家
が
あ
っ
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、

稲
波
藤
右
衛
門
家
は
、
稲
波
本
家
の
分
家
で
あ
り
、
上
弓
削
村
筒
江
組
の
庄
屋
を
つ

と
め
た
家
柄
で
あ
る
。 

ま
た
、
稲
波
藤
右
衛
門
家
は
、
稲
波
益
太
郞
を
輩
出
し
て
い
る
。
稲
波
益
太
郎
は
、

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
、
稲
波
誠
の
指
揮
に
よ
っ
て
山
陰
道
鎮
撫
総
督
西
園
寺
公
望

に
従
軍
し
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
は
、
久
美
浜
県
か
ら
筒
江
組
庄
屋
役
を
任

命
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
九
月
、
京
都
府
か
ら
上
弓
削
村
戸

長
に
任
命
さ
れ
、
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
三
月
、
北
桑
田
郡
聯
合
会
議
員
に
、

同
年
四
月
に
は
京
都
府
会
議
員
に
選
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
、

上
弓
削
村
に
稲
波
製
糸
場
を
開
設
し
た
人
物
と
し
て
著
名
で
あ
る
（
２
）
。 

そ
の
た
め
、「
稲
波
（
輯
）
家
文
書
」
は
、
江
戸
時
代
に
記
さ
れ
た
上
弓
削
村
筒
江

組
庄
屋
に
関
す
る
記
録
の
他
に
、
明
治
時
代
以
降
に
記
さ
れ
た
役
場
日
誌
等
の
上
弓

削
村
村
政
に
関
す
る
記
録
や
、
京
都
府
会
に
関
す
る
記
録
、
稲
波
製
糸
場
に
関
す
る

書
類
な
ど
が
含
ま
れ
る
。 

つ
ま
り
、「
稲
波
（
輯
）
家
文
書
」
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け

て
、
稲
波
藤
右
衛
門
家
が
、
ど
の
よ
う
に
家
を
保
ち
続
け
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
す

る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
は
な
く
、
未
だ
研
究
が
進
展
し
な
い
京
北
町
地
域
に
つ
い

て
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
重
要
な
文
書
群
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

「
稲
波
（
輯
）
家
文
書
」
に
は
、
稲
波
本
家
の
当
主
で
あ
る
稲
波
誠
や
、
息
男
誠
意

ら
の
記
録
類
も
含
ま
れ
て
い
る
。 

稲
波
誠
は
、
寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）
に
誕
生
し
、
経
緯
は
明
ら
か
と
な
ら
な

い
が
、
甘
露
寺
国
長
（
３
）

に
仕
え
た
。
そ
の
後
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
閏
五
月
、

公
家
子
弟
の
教
育
機
関
と
し
て
設
立
さ
れ
た
学
習
院
学
問
所
（
４
）

の
雑
掌
に
、
座
田

維
貞
・
井
上
度
定
ら
と
共
に
任
命
さ
れ
た
。
学
習
院
学
問
所
に
つ
い
て
は
、
家
近
良

樹
氏
（
５
）

が
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
二
月
二
〇
日
、「
草
莽
微
賤
の
者
と
雖
と
も

学
習
院
に
詣
り
て
時
事
を
建
言
す
る
」
こ
と
が
許
さ
れ
、「
学
習
院
の
機
能
が
「
士
民

ノ
建
白
書
ヲ
受
ク
ル
所
」
に
更
め
ら
れ
」
、
「
尊
攘
派
の
有
志
が
学
習
院
出
仕
に
次
第

に
補
せ
ら
れ
」
た
こ
と
で
、
激
派
の
公
家
と
諸
藩
士
や
尊
攘
浪
士
と
の
協
力
関
係
に

基
づ
く
新
た
な
権
力
主
体
が
形
成
さ
れ
た
と
主
張
し
て
以
降
、
幕
末
政
治
史
に
お
い

て
注
目
を
集
め
る
存
在
に
な
っ
た
（
６
）
。
つ
ま
り
、
学
習
院
学
問
所
は
、
公
家
子
弟

の
教
育
機
関
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
一
時
期
、
政
治
的
な
場
と
し
て
も
機
能
し
た

の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
に
お
い
て
、
学
習
院
学
問
所
雑
掌
は
、
年
番
を
決
め
て
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学
習
院
学
問
所
に
住
み
込
み
、
日
々
の
出
来
事
を
日
記
に
記
し
た
り
、
諸
々
の
連
絡

を
行
っ
た
り
し
た
。
ま
た
、
誠
は
、
漢
書
会
講
師
大
沢
雅
五
郎
や
中
沼
了
三
が
、
講

義
を
欠
席
し
た
時
に
は
、
代
わ
っ
て
読
師
を
つ
と
め
る
な
ど
し
た
こ
と
か
ら
、
学
識

高
い
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
八
月
、
学

習
院
学
問
所
で
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て
か
、
誠
は
、
正
六
位
下
内
舎
人
に
叙
任
さ
れ

た
（
７
）
。
し
か
し
、
明
治
元
年
（
一
八
六
九
）
一
〇
月
に
お
こ
っ
た
上
弓
削
騒
動
以

後
は
、
上
弓
削
村
に
居
住
し
、
子
弟
に
書
を
講
じ
な
が
ら
、
稲
波
一
族
の
由
緒
を
ま

と
め
上
げ
、
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
に
八
九
歳
で
死
去
し
た
（
８
）
。 

こ
れ
ま
で
、
稲
波
誠
に
つ
い
て
は
、
大
久
保
利
謙
氏
の
「
幕
末
京
都
の
学
習
院
」（
９
）

に
お
い
て
、
「
稲
葉
主
膳
（
源
誠
）
」
と
記
さ
れ
る
な
ど
、
長
ら
く
詳
細
が
明
ら
か
と

な
ら
な
か
っ
た
（
１
０
）
。
し
か
し
、
「
稲
波
（
輯
）
家
文
書
」
に
は
、
誠
が
記
し
た
稲

波
家
の
由
緒
で
あ
る
「
稲
波
家
一
族
附
属
之
系
并
来
由
」（
Ａ
）・「
稲
波
家
略
伝
並
由

緒
・
由
緒
に
関
係
ス
ル
土
地
ノ
沿
革
・
氏
神
ノ
来
由
記
」（
１
１
）
・『
考
定
稲
波
氏
系
譜
』

（
１
２
）

な
ど
が
あ
り
、
誠
の
経
歴
が
明
ら
か
と
な
る
。
ま
た
、
誠
が
記
し
た
幕
末
期
の

朝
廷
に
関
す
る
記
録
で
あ
る
『
記
録
便
覧
』（
１
３
）

や
、
息
男
誠
意
が
記
し
た
『
公
私

日
記
』（
１
４
）

の
他
、『
亜
米
利
応
接
二
』（
１
５
）

や
『
弘
化
四
年
ヨ
リ
慶
応
マ
テ
事
変
雑

記
』（
１
６
）
、
維
新
期
の
記
録
で
あ
る
『
徳
川
慶
喜
政
権
奉
帰
外
諸
件
』（
１
７
）

な
ど
が

含
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
稲
波
（
輯
）
家
文
書
」
は
、
学
習
院
学
問
所
雑
掌
稲

波
誠
が
、
幕
末
維
新
期
を
ど
の
よ
う
に
経
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
で
き
る
だ
け
で
は

な
く
、
幕
末
の
朝
廷
に
つ
い
て
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
史
料
が
含
ま
れ
た
、

重
要
な
文
書
群
と
い
え
よ
う
。 

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
稲
波
家
や
稲
波
一
族
に
つ
い
て
概
説
を
行
っ
た
う
え
で
、

稲
波
藤
右
衛
門
家
の
文
書
群
に
、
な
ぜ
、
稲
波
誠
や
誠
意
の
記
録
が
含
ま
れ
た
の
か

に
つ
い
て
考
え
た
い
。 

 一 

稲
波
家
の
由
緒 

 

稲
波
家
は
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
、
稲
波
誠
が
記
し
た
「
稲
波
家
略
伝
並
由
緒
・

由
緒
に
関
係
ス
ル
土
地
ノ
沿
革
・
氏
神
ノ
来
由
記
」
（
Ｂ
）
に
よ
る
と
、 

丹
波
国
風
土
式
ニ
ヨ
レ
ハ
秦
氏
ニ
し
て
。
足
利
氏
ノ
賜
書
ニ
原
ヅ
ケ
ハ
丹
波
氏

ナ
リ
。
慶
長
二
年
改
ム
ル
ト
云
フ
家
譜
ニ
ハ
。
宇
多
源
氏
ナ
リ
。
享
保
中
。
熊

野
社
神
主
ト
成
リ
シ
。
庶
家
豊
後
守
重
勝
カ
。
神
祇
官
領
吉
田
家
ヨ
リ
受
ル
許

状
ニ
ハ
。
藤
原
氏
ナ
リ
。
在
京
住
ノ
庶
家
ノ
残
記
ニ
ハ
丹
治
氏
ナ
リ
。
コ
レ
稲

波
氏
一
家
ニ
し
て
五
姓
ナ
リ
（
Ｂ
） 

と
あ
る
。
た
だ
し
、「
家
譜
ニ
因
テ
源
氏
ヲ
称
シ
来
レ
ト
モ
。
家
譜
ハ
偽
物
ナ
リ
。
藤

原
氏
・
丹
治
氏
モ
大
ニ
疑
ヒ
ア
リ
。
秦
氏
・
丹
波
氏
ノ
疑
似
モ
有
レ
ト
モ
。
先
ツ
秦

氏
ヲ
以
テ
正
ト
為
ス
ヘ
キ
ナ
リ
。
後
世
ソ
ノ
確
証
ヲ
得
ル
事
ア
ラ
バ
。
コ
レ
ヲ
改
メ

テ
可
ナ
リ
。
余
カ
志
シ
ナ
リ
」
と
あ
り
、
由
来
は
定
か
で
は
な
い
。
ま
た
、
稲
波
家

は
上
弓
削
を
所
領
と
し
、
草
木
氏
は
下
弓
削
を
所
領
と
し
た
と
も
あ
る
（
Ｂ
）
。 

と
こ
ろ
が
、
天
福
元
年
（
一
二
三
三
）
か
ら
天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
に
か
け
て

の
争
乱
で
、
稲
波
氏
は
、
十
一
村
以
外
の
所
領
を
失
っ
た
。
ま
た
、
天
文
元
年
の
周

山
の
戦
い
で
は
、「
秀
忠
」
な
る
人
物
か
ら
稲
波
一
族
へ
、「
知
行
一
廉
遣
ハ
ス
ノ
状
」

が
与
え
ら
れ
た
と
い
う
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
後
、
天
正
七
年
（
一
五
七
三
）

六
月
、
明
智
光
秀
の
軍
勢
が
弓
削
・
山
国
に
進
入
し
た
際
、
稲
波
玉
麿
が
殺
害
さ
れ
、

稲
波
家
は
滅
亡
し
た
が
、
玉
麿
息
男
の
信
麿
が
熊
野
村
に
逃
れ
た
（
Ｂ
）
。 

そ
の
後
、
近
世
前
期
の
稲
波
家
に
つ
い
て
の
詳
細
は
明
ら
か
と
な
ら
な
い
が
、
豊

臣
秀
吉
が
行
っ
た
検
地
に
お
い
て
は
、
丹
羽
五
郎
左
衛
門
長
秀
か
ら
稲
波
家
へ
、
二

町
五
反
の
田
地
扶
助
と
百
姓
分
諸
役
免
除
と
が
記
さ
れ
、「
侍
百
姓
」
と
宛
名
さ
れ
た

下
知
状
が
く
だ
さ
れ
た
（
Ｂ
）
。 

徳
川
幕
府
成
立
後
、
上
弓
削
村
は
幕
府
領
と
な
り
、
元
禄
六
年
（
一
六
九
五
）
に

行
わ
れ
た
検
地
に
お
い
て
は
、
稲
波
家
の
敷
地
・
田
地
と
も
に
税
地
と
な
っ
た
。
た

だ
し
、
「
侍
百
姓
」
に
つ
い
て
は
、
止
め
ら
れ
も
、
許
さ
れ
も
せ
ず
、
「
侍
百
姓
ト
ハ

即
チ
郷
士
ナ
リ
。
天
正
已
前
ト
ハ
事
変
シ
。
侍
百
姓
郷
士
ト
世
間
ヨ
リ
モ
称
シ
。
自

ラ
モ
郷
士
ト
心
得
テ
。
コ
ノ
明
治
元
年
ニ
至
レ
リ
」
と
記
す
（
Ｂ
）
。 

ま
た
、
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
頃
よ
り
、
上
弓
削
村
は
、
旗
本
武
田
氏
の
所
領

と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
、
熊
野
神
社
の
鳴
鐘
造
鋳
に
際
し
て

奉
納
さ
れ
た
板
本
の
奉
加
帳
に
は
、
別
当
普
門
院
覚
純
・
稲
波
平
左
衛
門
・
草
木
太

郎
左
衛
門
の
三
名
の
み
が
記
さ
れ
、
名
主
（
１
８
）

請
人
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、「
コ
レ
享
保
已
前
ハ
両
家
支
配
タ
ル
ノ
一
証
ト
ス
ル
ニ
足
レ
リ
」
と
記

す
（
Ｂ
）
。
つ
ま
り
、
稲
波
本
家
は
、
江
戸
時
代
以
後
も
、
郷
士
と
し
て
上
弓
削
村
の
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有
力
者
で
あ
り
続
け
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 
二 
稲
波
一
族
に
つ
い
て 

は
じ
め
に
で
も
紹
介
し
た
「
稲
波
家
一
族
附
属
之
系
并
来
由
」（
Ａ
）
に
は
、
稲
波

一
族
は
、
上
弓
削
村
郷
士
で
あ
る
稲
波
家
を
本
家
と
し
て
、
稲
波
八
郎
次
家
・
稲
波

藤
右
衛
門
家
・
下
殿
家
・
上
殿
金
右
衛
門
家
・
稲
波
治
兵
衛
家
・
稲
波
嘉
兵
衛
家
の

六
つ
の
分
家
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
（
Ａ
）
。 

こ
の
中
で
、
稲
波
八
郎
次
家
は
、「
天
文
年
間
前
後
ノ
分
家
ナ
リ
、
京
師
北
野
天
満

宮
ノ
社
僧
松
梅
院
ノ
臣
」
と
あ
る
が
、「
京
地
ニ
在
住
ス
ル
稲
波
八
郎
次
家
ハ
我
カ
丹

州
ノ
庶
族
ナ
レ
ト
モ
交
際
疎
遠
ニ
シ
テ
外
家
ノ
如
シ
、
此
一
家
ヲ
除
ク
ノ
外
ハ
ミ
ナ

数
世
丹
州
上
弓
削
郷
ノ
籍
族
土
着
ナ
リ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
京
都
に
在
住
す
る
北

野
天
満
宮
の
社
僧
松
梅
院
の
家
臣
で
あ
る
稲
波
八
郎
次
家
と
、
上
弓
削
村
の
稲
波
一

族
と
は
交
流
が
な
か
っ
た
。
ま
た
、「
藤
右
衛
門
ヨ
リ
嘉
兵
衛
ニ
至
ル
並
列
シ
テ
記
シ

タ
レ
ト
モ
、
分
家
セ
シ
ノ
年
月
ノ
前
後
詳
ヒ
ラ
カ
ナ
ラ
ズ
、
又
家
格
ノ
甲
乙
ヲ
立
テ

シ
ニ
モ
非
ス
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
稲
波
藤
右
衛
門
家
ら
は
、
稲
波
本
家
か
ら
い
つ

ど
の
よ
う
に
分
家
し
た
の
か
な
ど
、
詳
細
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
（
Ａ
）
。 

さ
ら
に
、
稲
波
本
家
に
は
、
「
稲
波
附
属
」
と
し
て
、
市
野
家
と
寺
野
家
が
あ
る
。

た
だ
し
、
市
野
家
・
寺
野
家
に
つ
い
て
も
、
「
家
ハ
起
源
ハ
詳
ラ
カ
ナ
ラ
ザ
レ
ト
モ
、

古
来
ヨ
リ
我
カ
家
ノ
附
属
ニ
シ
テ
我
カ
殿
原
席
ニ
出
テ
、
我
カ
一
族
ニ
比
シ
テ
別
ナ

シ
」
と
あ
る
（
Ａ
）
。 

つ
ま
り
、
稲
波
誠
が
稲
波
一
族
の
由
緒
を
記
し
た
段
階
で
、
稲
波
一
族
の
詳
細
が

明
ら
か
に
な
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
稲
波
本
家
に
は
、
稲
波
一
族
に

つ
い
て
記
し
た
由
緒
な
ど
は
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
、
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。 

ま
た
、「
稲
波
家
一
族
附
属
之
系
并
来
由
」
に
は
、
稲
波
一
族
の
系
図
が
記
さ
れ
て

い
る
が
、
稲
波
本
家
と
並
列
し
て
、「
京
師
新
興
」
と
し
て
稲
波
誠
の
名
前
が
記
さ
れ

た
家
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
稲
波
家
一
族
附
属
之
系
并
来
由
」
（
Ａ
）

に
よ
る
と
、 

 

内
舎
人
正
六
位
上
兼
丹
波
介
誠
ハ
丹
州
稲
波
ノ
家
主
ニ
シ
テ
、
朝
廷
ノ
名
官
ト 

為
ル
、
故
ニ
官
人
ノ 

稲
波
ハ
丹
州
ノ
籍
族 

ニ
非
ス
、
然
レ
ト
モ 

京
丹
ノ
稲
波
ヲ
兼
、 

子
主
タ
レ
バ
、
丹
州 

ニ
於
テ
ハ
官
人
ヲ
称 

セ
ズ
、
故
ニ
京
地
ニ 

興
ス
ノ
稲
波
ハ
丹
州 

ヲ
以
テ
郷
国
ト
ス
レ 

ト
モ
、
京
丹
ノ
稲
波 

ニ
本
庶
ヲ
不
立
、
故 

ニ
後
世
子
孫
唇
歯
ノ 

交
ヲ
為
シ
両
宗
ノ
如 

ク
ス
ベ
シ
（
Ａ
） 

と
あ
り
、
稲
波
誠
は
、

稲
波
本
家
の
主
人
で
あ

り
な
が
ら
、
地
下
官
人

に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、

「
官
人
ノ
稲
波
」
は
、

上
弓
削
村
の
「
籍
族
」

で
は
な
い
。
し
か
し
、

「
官
人
ノ
稲
波
」
と
稲

波
本
家
と
を
兼
ね
た
当

主
に
息
男
が
な
っ
た
な

ら
ば
、
稲
波
本
家
は
郷

士
で
あ
る
た
め
、
上
弓

削
村
に
お
い
て
は
官
人

を
称
せ
な
い
。
そ
の
た

め
、
京
都
に
興
し
た
「
官

人
ノ
稲
波
」
家
は
、
上

「稲波家一族附属之系并来由」稲波(輯)家文書 
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弓
削
村
を
郷
国
と
し
な
が
ら
も
、「
官
人
ノ
稲
葉
」
家
と
、
稲
波
本
家
と
は
本
家
や
庶

家
の
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
後
世
ま
で
「
両
宗
」
の
如
く
あ
る

よ
う
に
、
と
記
し
て
い
る
。 

そ
こ
で
、
稲
波
誠
は
、
誠
意
を
養
子
に
迎
え
た
。
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
三
月
、

誠
が
記
し
た
『
考
定
稲
波
氏
系
譜
』（
Ｃ
）
に
よ
る
と
、
誠
意
は
、
天
保
五
年
（
一
八

三
四
）
八
月
、
万
里
小
路
家
の
医
師
で
須
藤
斎
宮
の
息
男
と
し
て
誕
生
し
、
南
禅
寺

子
院
天
授
庵
の
東
嶺
玄
覚
の
弟
子
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
元
治
元
年
（
一
八
六
三
）
三

月
、
誠
の
養
子
と
な
っ
た
。
誠
が
、
誠
意
を
、「
継
一

官
族
稲
波
氏
二

」
と
、「
官
族
稲

波
氏
」
を
継
が
す
た
め
に
養
子
に
し
た
の
で
あ
る
（
Ｃ
）
。 

ま
た
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
閏
四
月
に
誕
生
し
た
稲
波
誠
の
息
男
誠
之
（
名

は
道
二
郎
）
は
、
「
父
拝
二

官
位
一

之
年
為
二

丹
州
稲
波
ノ
嗣
一

」
と
、
父
誠
が
官
位
を

拝
し
た
安
政
六
年
に
「
丹
州
稲
波
」
を
嗣
い
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
、
誠
が
地
下
官
人

身
分
と
な
っ
た
段
階
で
、
息
男
誠
之
に
稲
波
本
家
を
継
が
せ
、
養
子
誠
意
に
は
、「
京

師
新
興
」
で
あ
る
「
官
族
稲
波
氏
」
を
継
が
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
（
Ｃ
）
。 

た
だ
し
、
稲
波
誠
が
、
「
稲
波
家
一
族
附
属
之
系
并
来
由
」
（
Ａ
）
を
記
し
た
前
月

に
お
こ
っ
た
上
弓
削
騒
動
に
よ
っ
て
、
稲
波
本
家
は
危
機
を
迎
え
た
。
そ
こ
で
、
次

章
で
は
、
上
弓
削
騒
動
の
経
緯
を
記
し
な
が
ら
、
誠
や
誠
意
が
記
し
た
記
録
類
が
、

な
ぜ
、
稲
波
藤
右
衛
門
家
に
所
蔵
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
た
い
。 

 三 

上
弓
削
騒
動
と
稲
波
家 

 

上
弓
削
騒
動
は
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
一
〇
月
、
上
弓
削
村
の
領
主
で
あ
っ

た
旧
旗
本
武
田
氏
と
そ
の
代
官
で
あ
る
寸
田
氏
・
佐
伯
氏
が
、
稲
波
本
家
を
襲
っ
た

こ
と
に
は
じ
ま
る
。
稲
波
誠
は
、
稲
波
家
の
氏
神
で
あ
る
熊
野
神
社
祭
礼
の
た
め
に
、

息
男
誠
意
と
誠
之
（
名
は
道
二
郎
）
と
共
に
上
弓
削
村
の
稲
波
本
家
に
滞
在
中
に
襲

わ
れ
た
。
屋
敷
は
壊
さ
れ
、
家
財
は
略
奪
さ
れ
る
な
ど
し
た
が
、
稲
波
親
子
は
何
と

か
逃
げ
延
び
た
と
い
う
。 

そ
の
後
、
騒
動
を
知
っ
た
沢
尻
村
庄
屋
佐
伯
市
兵
衛
は
、
上
弓
削
村
の
農
民
を
煽

動
し
て
、
寸
田
氏
・
佐
伯
氏
宅
を
襲
撃
し
た
。
佐
伯
市
兵
衛
は
、
代
官
佐
伯
氏
と
は

別
人
物
で
、
大
堰
川
の
川
惣
代
で
あ
り
、
京
都
で
材
木
商
を
も
営
ん
で
い
た
。
明
治

元
年
、
新
政
府
は
旗
本
領
を
没
収
し
た
が
、
旧
旗
本
武
田
氏
と
代
官
寸
田
氏
・
佐
伯

氏
は
、
新
政
府
に
忠
誠
を
誓
い
、
依
然
と
し
て
勢
力
を
ふ
る
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

佐
伯
市
兵
衛
は
、
武
田
氏
と
寸
田
氏
・
佐
伯
氏
ら
に
不
満
を
募
ら
せ
て
い
た
。
そ
の

不
満
が
、
稲
波
本
家
襲
撃
に
よ
っ
て
爆
発
し
、
佐
伯
市
兵
衛
は
、
寸
田
氏
・
佐
伯
氏

を
襲
っ
た
の
で
あ
る
（
１
９
）
。 

寸
田
氏
・
佐
伯
氏
が
襲
わ
れ
た
直
後
、
武
田
氏
が
京
都
の
太
政
官
役
所
に
訴
え
た

こ
と
で
調
査
が
行
わ
れ
、
稲
波
誠
や
息
男
誠
意
・
道
二
郎
ら
は
罪
に
問
わ
れ
た
。
す

な
わ
ち
、
誠
は
、
身
分
追
放
・
親
類
へ
永
預
と
な
り
、
屋
敷
や
諸
道
具
欠
所
と
な
っ

た
。
誠
意
も
同
じ
く
身
分
追
放
・
親
類
へ
永
預
と
な
り
、
誠
之
は
叱
り
を
う
け
た
。

他
に
も
隠
岐
に
遠
島
に
な
っ
た
者
や
、
家
財
没
収
に
な
っ
た
者
が
い
た
が
、
武
田
氏

は
罰
金
だ
け
で
済
ん
だ
と
い
う
（
２
０
）
。 

以
上
に
つ
い
て
は
、
北
桑
田
郡
社
会
教
育
協
会
が
刊
行
し
た
『
北
桑
田
郡
志 

近

代
篇
』（
２
１
）

や
、
湯
浅
貞
夫
氏
が
著
し
た
『
上
弓
削
騒
動
』（
２
２
）

に
お
い
て
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
で
は
、
幕
末
維
新
期
に
北
桑
田
郡
の
農
民
が
お

こ
し
た
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
運
動
で
あ
る
と
し
て
取
り
上
げ
、
旧
勢
力
で
あ
る
旧
旗
本

武
田
氏
と
新
勢
力
で
あ
る
佐
伯
市
兵
衛
ら
と
の
対
立
で
あ
る
と
論
じ
た
。
後
者
で
は
、

な
ぜ
、
上
弓
削
騒
動
が
お
こ
っ
た
の
か
、
上
弓
削
村
が
旗
本
武
田
氏
の
所
領
と
な
っ

て
か
ら
続
く
稲
波
本
家
と
旗
本
武
田
氏
と
の
対
立
や
、
騒
動
の
後
、
旧
勢
力
側
で
あ

る
武
田
氏
に
組
み
し
た
庄
屋
が
い
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

幕
末
維
新
期
の
上
弓
削
村
に
お
け
る
、
稲
波
本
家
、
武
田
氏
、
佐
伯
市
兵
衛
ら
、
各

勢
力
の
位
置
づ
け
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。 

上
弓
削
騒
動
の
後
、
稲
波
誠
は
、
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
三
月
、
八
九
歳
で

死
去
す
る
ま
で
上
弓
削
村
に
居
住
し
た
。
一
方
、
誠
意
は
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）

五
月
、
内
舎
人
正
六
位
に
復
任
し
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
は
、
大
阪
府
七
等

出
仕
に
任
命
さ
れ
た
が
、
同
年
一
一
月
に
病
で
死
去
し
た
。
そ
こ
で
、
慶
応
元
年
（
一

八
六
七
）
正
月
に
誕
生
し
た
、
誠
意
の
長
男
健
一
郎
が
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）

正
月
、
「
官
族
稲
波
氏
」
を
継
い
だ
（
Ｃ
）
。 

ま
た
、
稲
波
本
家
は
、
誠
之
が
継
い
で
い
た
が
、
誠
之
は
、
上
弓
削
騒
動
に
お
い

て
罪
に
問
わ
れ
、
憤
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、「
不
レ

楽
二

丹
州
ノ
人
」
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
、
稲
波
本
家
を
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
三
月
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に
誕
生
し
た
、
誠
意
の
次
男
哲
二
郎
に
継
が
せ
た
。
そ
し
て
、
誠
之
は
、
明
治
六
年

（
一
八
七
三
）
三
月
、
大
阪
府
に
出
仕
し
、
同
年
七
月
に
は
、
知
恩
院
の
坊
官
で
あ

っ
た
角
田
氏
の
養
子
に
な
っ
た
（
Ｃ
）
。 

つ
ま
り
、
稲
波
本
家
と
「
官
族
稲
波
家
」
は
、
須
藤
家
か
ら
の
養
子
で
あ
る
誠
意

の
息
男
が
継
ぎ
、
稲
波
本
家
の
血
筋
は
誠
で
絶
え
た
の
で
あ
る
。 

稲
波
誠
が
死
去
し
た
後
、
誠
が
所
蔵
し
て
い
た
記
録
類
は
、
稲
波
藤
右
衛
門
家
に

譲
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
誠
本
人
、
も
し
く
は
遺
族
が
、
上
弓
削
騒
動
以
後
も
上

弓
削
村
に
居
住
し
、
稲
波
一
族
の
由
緒
を
ま
と
め
続
け
た
稲
波
誠
の
記
録
を
、
幼
年

で
継
い
だ
稲
波
本
家
や
「
官
族
稲
波
家
」
の
当
主
ら
よ
り
も
、
稲
波
本
家
や
上
弓
削

騒
動
の
詳
細
を
理
解
す
る
、
稲
波
藤
右
衛
門
家
当
主
で
あ
る
稲
波
益
太
郎
が
所
持
す

る
こ
と
を
望
ん
だ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

お
わ
り
に 

 

以
上
、
本
稿
で
は
、「
稲
波
（
輯
）
家
文
書
」
に
つ
い
て
、
稲
波
誠
に
着
目
し
な
が

ら
、
な
ぜ
、
稲
波
藤
右
衛
門
家
に
稲
波
本
家
の
史
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
か
を
述

べ
て
き
た
。 

は
じ
め
に
で
も
記
し
た
よ
う
に
、
稲
波
藤
右
衛
門
家
は
、
上
弓
削
村
筒
江
組
の
庄

屋
を
つ
と
め
、
明
治
時
代
以
降
は
、
稲
波
益
太
郎
が
当
主
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
稲

波
藤
右
衛
門
家
の
流
れ
を
く
む
稲
波
輯
家
が
所
蔵
す
る
「
稲
波
（
輯
）
家
文
書
」
は
、

当
該
期
の
上
弓
削
村
一
帯
を
検
討
す
る
う
え
で
重
要
な
文
書
群
で
あ
る
。 

た
だ
し
、「
稲
波
（
輯
）
家
文
書
」
に
は
、
稲
波
本
家
の
由
緒
や
、
幕
末
期
の
朝
廷

に
関
す
る
記
録
な
ど
、
稲
波
藤
右
衛
門
家
が
所
蔵
す
る
に
は
、
来
歴
が
理
解
し
が
た

い
史
料
が
含
ま
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
述
べ
て
き
た
通
り
に
考
え
る
。 

最
後
に
、
江
戸
時
代
の
京
都
を
対
象
と
し
た
研
究
に
つ
い
て
、
今
後
の
課
題
を
記

し
て
終
わ
り
に
し
た
い
。 

稲
波
誠
が
、
学
習
院
学
問
所
雑
掌
に
任
命
さ
れ
た
の
は
、
以
前
に
仕
え
て
い
た
甘

露
寺
国
長
の
も
と
で
の
働
き
が
認
め
ら
れ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
な

ぜ
、
誠
が
甘
露
寺
家
に
仕
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
誠
の
個
人
的
な

理
由
の
み
で
は
片
付
け
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
上
弓
削
村

か
ら
は
、
京
都
に
出
て
働

い
て
い
る
者
が
多
く
お
り
、

そ
う
い
っ
た
人
物
か
ら
の

紹
介
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
上

弓
削
村
一
帯
と
京
都
と
は
、

ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ

た
の
か
な
ど
、
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
京
都
近
郊
の
郷
村

に
つ
い
て
は
、
丹
波
国
山
国
荘
や
山
科
郷
士
に
つ
い
て
の
研
究
（
２
３
）
が
あ
る
も
の
の
、

他
の
郷
村
に
つ
い
て
も
、
稲
波
誠
や
佐
伯
市
兵
衛
の
よ
う
に
、
近
郊
の
郷
村
に
籍
が

あ
り
な
が
ら
、
朝
廷
に
仕
え
た
り
、
京
都
で
商
売
を
行
っ
た
人
物
が
存
在
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
そ
う
い
っ
た
人
物
に
着
目
し
、
近
郊
の
郷
村
と
京
都
と
の
関

係
を
解
明
し
て
い
く
こ
と
は
、
江
戸
時
代
の
京
都
研
究
を
よ
り
一
層
進
展
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
京
都
近
郊
の
郷
村
に
お
い
て
史
料
調
査

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。 

  

注 

 

（
１
）『
明
治
元
戊
辰
年
記
―
稲
波
家
古
蔵
記
・
一
族
附
属
・
北
野
菅
廟
社
寺
松
梅
院
家
来
稲

波
系
・
稲
波
譜
系
・
大
谷
村
佐
々
木
氏
系
・
大
系
図
佐
々
木
系
黒
田
・
佐
々
木
秀
義
伝
・

秦
河
勝
伝
―
』
京
都
市
歴
史
資
料
館
架
蔵
文
書
写
真
帳
№
Ｕ
一
一
一
―
二
七
二
。
な
お
、

本
稿
で
は
、
「
稲
波
家
一
族
附
属
之
系
并
来
由
」
を
引
用
す
る
際
、
（
Ａ
）
と
し
て
典
拠

を
記
さ
な
い
。 

（
２
）
『
履
歴
及
家
事
及
親
族
又
ハ
公
務
並
ニ
従
事
セ
シ
大
要
略
記
』
（
京
都
市
歴
史
資
料
館

架
蔵
文
書
写
真
帳
№
Ｕ
一
一
一
―
九
〇
）
、
京
都
府
議
会
事
務
局
編
『
京
都
府
議
会
歴
代

議
員
録
』
（
京
都
府
議
会
、
一
九
六
一
年
）
、
稲
波
輯
『
蚕
を
回
顧
す
る
―
第
３
の
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
―
』
（
一
九
九
四
年
）
参
照
。 

 肖像写真（稲波氏系譜より） 
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（
３
）
甘
露
寺
国
長
は
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
に
誕
生
し
、
文
化
一
一
年
（
一
八
一
四
）

に
は
権
大
納
言
に
な
り
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
に
は
従
一
位
に
、
天
保
八
年
（
一

八
三
七
）
に
死
去
し
た
。
ま
た
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
か
ら
天
保
七
年
（
一
八
三

六
）
ま
で
武
家
伝
奏
を
つ
と
め
た
（
橋
本
政
宣
編
『
公
家
事
典
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇

一
〇
年
）
。 

（
４
）
学
習
院
学
問
所
は
、
仁
孝
天
皇
の
意
向
に
よ
り
、
公
家
子
弟
の
教
育
を
目
的
と
し
て
、

天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
一
〇
月
一
日
、
京
都
所
司
代
牧
野
備
前
守
忠
雅
へ
申
し
入

れ
ら
れ
、
老
中
水
野
忠
邦
か
ら
許
可
が
お
り
た
。
そ
し
て
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）

五
月
、
京
都
御
所
建
春
門
外
の
開
明
門
院
（
桃
園
天
皇
生
母
）
邸
跡
に
講
堂
が
竣
工
さ

れ
、
翌
年
三
月
九
日
に
開
講
し
た
。 

（
５
）
家
近
良
樹
「
幕
末
期
の
朝
廷
に
新
設
さ
れ
た
国
事
審
議
機
関
に
つ
い
て
」
五
六
頁
（
『
日

本
歴
史
』
四
四
八
号
、
一
九
八
五
年
）
。  

（
６
）
学
習
院
学
問
所
に
関
す
る
主
な
研
究
と
し
て
、
本
多
辰
次
郎
「
学
習
院
創
建
及
其
沿

革
」
（
『
史
学
雑
誌
』
二
六
篇
四
号
、
一
九
一
六
年
）
、
家
近
良
樹
前
掲
論
文
「
幕
末
期
の

朝
廷
に
新
設
さ
れ
た
国
事
審
議
機
関
に
つ
い
て
」
、
大
久
保
利
謙
「
幕
末
京
都
の
学
習
院
」

（
『
明
治
維
新
と
教
育
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
）
、
拙
稿
「
学
習
院
学
問
所
設
立

の
歴
史
的
意
義
」（
『
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要
史
学
編
』
第
二
号
、

二
〇
〇
三
年
）
、
高
山
嘉
明
「
幕
末
期
学
習
院
を
め
ぐ
る
政
治
動
向
」（
『
日
本
歴
史
』
第

七
二
六
号
、
二
〇
〇
八
年
）
、
拙
稿
「
学
習
院
学
問
所
の
果
た
し
た
役
割
」
（
朝
幕
研
究

会
編
『
近
世
の
天
皇
・
朝
廷
研
究
―
第
２
回
大
会
成
果
報
告
集
―
』
第
二
号
、
二
〇
〇

九
年
）
な
ど
が
あ
る
。 

（
７
）
拙
稿
前
掲
「
学
習
院
学
問
所
の
果
た
し
た
役
割
」
一
二
二
頁
。 

（
８
）
京
都
府
教
育
委
員
会
南
桑
田
郡
部
会
・
京
都
府
北
桑
田
郡
・
船
井
郡
教
育
委
員
会
編

『
南
桑
田
郡
誌
・
北
桑
田
郡
誌
・
船
井
郡
誌
』
七
〇
四
頁
、
名
著
出
版
、
一
九
七
二
年
。 

（
９
）
大
久
保
利
謙
前
掲
論
文
「
幕
末
京
都
の
学
習
院
」
三
七
頁
。 

（
１
０
）
湯
浅
貞
夫
氏
は
、
稲
波
誠
に
つ
い
て
、「
京
都
の
学
習
院
教
授
の
任
に
あ
り
、
正
六

位
上
内
舎
人
稲
波
誠
が
丹
波
介
を
兼
任
し
て
京
都
に
居
た
」
と
記
し
た
が
、
学
習
院
学

問
所
雑
掌
の
誤
り
で
あ
る
（
湯
浅
貞
夫
『
上
弓
削
騒
動
』
一
三
頁
、
湯
浅
貞
夫
、
一
九

八
六
年
）
。  

（
１
１
）『
慶
應
四
戌
辰
年
改
元
明
治
、
山
陽
道
鎮
撫
総
督
西
園
寺
三
位
中
将
公
望
卿
供
奉
警

衛
願
・
熊
野
宮
等
五
社
并
朝
日
山
神
宮
等
支
配
、
附
附
属
帯
刀
聴
済
―
武
田
兵
庫
夜
討

ニ
被
奪
取
候
余
残
日
記
―
・
同
二
年
、
稲
波
略
家
伝
五
社
等
由
来
書
』
京
都
市
歴
史
資

料
館
架
蔵
文
書
写
真
帳
№
Ｕ
一
一
一
―
二
七
〇
。
な
お
、
本
稿
で
は
、「
稲
波
家
略
伝
並

由
緒
・
由
緒
に
関
係
ス
ル
土
地
ノ
沿
革
・
氏
神
ノ
来
由
記
」
を
引
用
す
る
際
、
（
Ｂ
）
と

し
て
典
拠
を
記
さ
な
い
。 

（
１
２
）『
考
定
稲
波
氏
系
譜
』
京
都
市
歴
史
資
料
館
架
蔵
文
書
写
真
帳
№
Ｕ
一
一
一
―
二
七

五
。
な
お
、
本
稿
で
は
、
『
考
定
稲
波
氏
系
譜
』
を
引
用
す
る
際
、
（
Ｃ
）
と
し
て
典
拠

を
記
さ
な
い
。 

（
１
３
）
『
記
録
便
覧
』
京
都
市
歴
史
資
料
館
架
蔵
文
書
写
真
帳
№
Ｕ
一
一
一
―
三
七
。 

（
１
４
）
『
公
私
日
記
』
京
都
市
歴
史
資
料
館
架
蔵
文
書
写
真
帳
№
Ｕ
一
一
一
―
二
七
一
。 

（
１
５
）『
亜
米
利
応
接
二
』
京
都
市
歴
史
資
料
館
架
蔵
文
書
写
真
帳
№
Ｕ
一
一
一
―
二
六
三
。 

（
１
６
）『
弘
化
四
年
ヨ
リ
慶
応
マ
テ
事
変
雑
記
』
京
都
市
歴
史
資
料
館
架
蔵
文
書
写
真
帳
№

Ｕ
一
一
一
―
二
六
五
。 

（
１
７
）『
徳
川
慶
喜
政
権
奉
帰
外
諸
件
』
京
都
市
歴
史
資
料
館
架
蔵
文
書
写
真
帳
№
Ｕ
一
一

一
―
二
六
九
。 

（
１
８
）
「
神
役
ヲ
務
ム
ル
家
筋
ノ
者
ヲ
弓
削
ニ
於
テ
ハ
名
主
ト
称
ス
ル
」
（
Ｂ
） 

（
１
９
）『
上
弓
削
騒
動
起
源
及
顛
末
』
京
都
市
歴
史
資
料
館
架
蔵
文
書
写
真
帳
№
Ｕ
一
一
一

―
一
五
七
、『
北
桑
田
郡
志 

近
代
篇
』
一
九
五
～
二
〇
二
頁
（
北
桑
田
郡
社
会
教
育
協

会
、
一
九
五
八
年
）
、
湯
浅
貞
夫
前
掲
書
『
上
弓
削
騒
動
』
。 

（
２
０
）
湯
浅
貞
夫
前
掲
書
『
上
弓
削
騒
動
』
三
四
～
四
五
頁
。 

（
２
１
）
前
掲
書
『
北
桑
田
郡
志 

近
代
篇
』
一
九
五
～
二
〇
二
頁
。 

（
２
２
）
湯
浅
貞
夫
前
掲
書
『
上
弓
削
騒
動
』
三
四
～
四
五
頁
。 

（
２
３
）
主
な
研
究
に
、
仲
村
研
『
山
国
隊
』
（
學
生
社
、
一
九
六
八
年
）
、
宅
間
博
「
幕
末

維
新
期
の
草
莽
隊
―
山
国
隊
の
場
合
―
」
（
『
日
本
歴
史
』
二
六
九
号
、
一
九
七
〇
年
）
、

岩
上
直
子
「
近
世
禁
裏
御
料
と
山
科
郷
士
」（
『
京
都
市
歴
史
資
料
館
紀
要
』
第
一
六
号
、

一
九
九
九
年
）
、
谷
口
真
康
「
幕
末
維
新
期
の
山
科
郷
士
と
『
勤
王
思
想
』
」
（
『
日
本
歴

史
』
六
五
四
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
中
央
大
学
文
学
部
教
授
坂
田
聡

氏
を
代
表
と
し
た
丹
波
国
山
国
荘
調
査
団
が
、
旧
丹
波
国
桑
田
郡
山
国
郷
地
域
の
調
査

を
進
め
て
い
る
。 
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『
京
都
市
政
史 

第
二
巻 

市
政
の
展
開
』
を
読
ん
で 

京
都
市
行
財
政
局
総
務
部
総
務
課
（
京
都
市
立
芸
術
大
学
） 

 

森 

重 

樹 

 

 

『
京
都
市
政
史
』
第
二
巻
が
刊
行
さ
れ
た
。
前
回
の
第
一
巻
の
刊
行
は
平
成
二
一

年
三
月
で
あ
り
、
こ
の
間
、
三
年
の
歳
月
を
経
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
第
二
巻
で
は
、

昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
年
）
か
ら
平
成
一
二
年
（
二
〇
〇
〇
年
）
ま
で
の
い
わ
ゆ

る
戦
後
の
京
都
市
政
の
歩
み
が
、
広
範
か
つ
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
戦
後
日
本

の
あ
ゆ
み
と
と
も
に
、
市
の
行
政
範
囲
が
専
門
化
・
複
雑
化
し
て
き
た
こ
と
が
目
次

か
ら
も
伺
い
知
れ
る
。 

 

自
治
体
の
歩
み
を
「
県
史
」
や
「
市
史
」
な
ど
と
し
て
ま
と
め
た
書
物
は
他
に
も

見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
県
や
市
な
ど
の
一
般
的
な
歴
史
に
つ
い
て
の
記
述
が
大

半
で
あ
り
、
県
政
や
市
政
と
い
っ
た
自
治
体
の
動
き
を
中
心
に
記
述
し
た
も
の
は
な

い
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
な
が
ら
、『
京
都
市
政
史
』
は
、
ま
さ
し
く
京
都
市
政
の
動

き
を
年
代
別
・
分
野
別
に
記
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
書
が
、
一
般
書
籍

の
形
態
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
本
書

は
、
市
職
員
に
と
っ
て
は
、
座
右
の
書
（
バ
イ
ブ
ル
）
で
あ
り
、
市
民
に
と
っ
て
は
、

京
都
市
政
の
歩
み
を
分
か
り
や
す
く
記
載
し
た
案
内
書
（
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
）
と
言
え

よ
う
。
ま
た
、
内
容
に
つ
い
て
は
、
主
観
的
な
記
述
に
陥
る
こ
と
な
く
、
問
題
が
生

じ
た
も
の
、
失
敗
と
さ
れ
る
出
来
事
に
つ
い
て
も
、
あ
ま
ね
く
記
述
さ
れ
て
お
り
、

自
治
体
と
都
市
の
過
去
・
現
在
、
そ
し
て
未
来
を
考
え
る
と
い
う
本
書
の
「
は
じ
め

に
」
に
記
載
さ
れ
た
と
お
り
の
目
的
を
果
た
し
て
い
る
。 

 

本
稿
に
際
し
て
は
、『
京
都
市
政
史
』
第
二
巻
を
通
じ
て
、
私
が
市
職
員
と
し
て
直

接
・
間
接
を
問
わ
ず
関
わ
っ
た
こ
と
を
三
点
ば
か
り
記
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。 

 

一
点
目
は
、
「
食
肉
卸
売
市
場
（
中
央
卸
売
市
場
第
二
市
場
）
の
建
設
」
で
あ
る
。

食
肉
需
用
が
増
加
し
、
京
都
市
立
と
畜
場
が
老
朽
化
し
た
た
め
、
昭
和
四
四
年
に
近

代
的
な
食
肉
工
場
と
し
て
食
肉
卸
売
市
場
が
完
成
し
た
。
完
成
後
は
青
果
・
水
産
を

扱
う
中
央
卸
売
市
場
第
一
市
場
と
並
び
第
二
市
場
と
な
り
、
京
都
市
民
の
台
所
と
し

て
機
能
を
し
始
め
た
。
第
二
市
場
で
は
、
全
国
で
も
珍
し
い
和
牛
の
取
扱
比
率
が
高

い
市
場
と
し
て
地
元
京
都
府
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
鹿
児
島
県
、
長
野
県
と
い
っ
た

和
牛
の
産
地
か
ら
良
質
の
和
牛
が
集
荷
さ
れ
、
せ
り
売
り
に
よ
る
売
買
に
よ
り
高
値

で
取
引
さ
れ
た
。
併
せ
て
当
時
は
、
取
扱
場
所
が
限
ら
れ
て
い
た
輸
入
牛
肉
に
つ
い

て
も
取
扱
量
が
堅
調
で
あ
っ
た
。
市
場
の
開
設
二
〇
周
年
を
迎
え
た
平
成
元
年
頃
か

ら
、
冷
凍
・
輸
送
技
術
の
向
上
に
よ
っ
て
産
地
解
体
が
増
加
し
、
平
成
三
年
の
輸
入

牛
肉
自
由
化
も
あ
っ
て
、
取
扱
量
は
減
少
を
続
け
て
き
た
が
、
近
年
は
、
取
扱
量
が

増
加
に
転
じ
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
市
場
と
し
て
も
市
民
向
け
の
ミ
ー
ト
フ
ェ
ア
の

実
施
、
愛
称
の
募
集
及
び
基
本
構
想
の
策
定
等
、
市
場
の
活
性
化
や
市
民
に
開
か
れ

た
市
場
と
し
て
発
信
し
続
け
て
い
る
。 

 

第
二
市
場
は
、
私
に
と
っ
て
最
初
の
配
属
職
場
で
あ
り
、
私
の
市
職
員
と
し
て
の

基
礎
を
作
り
上
げ
、
学
ば
せ
て
も
ら
っ
た
得
が
た
い
職
場
で
あ
り
、
今
後
と
も
愛
称

で
あ
る
「
京
（
み
や
こ
）
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
の
名
に
相
応
し
い
京
都
市
民
の
台
所
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。 

 

二
点
目
は
、「
市
営
地
下
鉄
建
設
を
は
じ
め
と
す
る
交
通
網
の
整
備
」
で
あ
る
。
明

治
二
八
年
に
当
時
の
京
都
電
気
鉄
道
が
日
本
で
最
初
の
市
街
電
車
を
走
ら
せ
て
以
来
、

京
都
市
は
、
明
治
四
五
年
に
市
営
軌
道
を
開
通
さ
せ
、
京
都
電
気
鉄
道
路
線
の
市
営

化
を
行
い
、
京
都
市
電
の
路
線
を
拡
充
し
て
き
た
。
碁
盤
の
目
の
京
都
市
で
は
、
市

電
が
輸
送
機
関
の
中
心
と
し
て
機
能
し
て
き
た
が
、
戦
後
は
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
進
展
と
と
も
に
、
次
第
に
輸
送
人
員
の
減
少
や
赤
字
経
営
に
よ
り
徐
々
に
路
線
を

縮
小
し
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
市
電
に
代
わ
る
大
量
輸
送
機
関
と
し
て
期
待
さ
れ
た
の

が
地
下
鉄
で
あ
る
。
地
下
鉄
は
昭
和
五
六
年
の
烏
丸
線
京
都
・
北
大
路
間
の
開
通
を

皮
切
り
に
拡
充
が
進
め
ら
れ
、
今
で
は
東
西
線
と
併
せ
て
京
都
市
の
東
西
南
北
の
中

心
軸
を
貫
き
、
市
バ
ス
が
そ
れ
を
補
完
す
る
形
態
が
完
成
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

東
西
線
建
設
時
の
莫
大
な
建
設
費
が
、
京
都
市
財
政
を
圧
迫
す
る
他
、
厳
し
い
経
営

状
況
が
続
い
た
。
交
通
局
で
は
、
数
次
に
わ
た
っ
て
経
営
の
健
全
化
に
取
り
組
み
、

市
バ
ス
の
民
間
バ
ス
事
業
者
へ
の
管
理
の
受
委
託
、
地
下
鉄
駅
職
員
業
務
の
一
部
委

託
化
な
ど
の
運
営
経
費
の
縮
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
路
線
、
ダ
イ
ヤ
、
運
賃
制
度

の
改
善
な
ど
利
便
性
向
上
に
努
め
て
き
た
。
ま
た
京
都
市
は
、
平
成
二
二
年
三
月
に

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
経
営
健
全
化
計
画
を
策
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編
さ
ん
だ
よ
り 

京
わ
ら
べ 

発
行
日 

二
〇
一
三
年
四
月
二
〇
日 

発 

行 

京
都
市
市
政
史
編
さ
ん
委
員
会 

所
在
地 

京
都
市
上
京
区
寺
町
通
丸
太
町
上
る 

京
都
市
歴
史
資
料
館
内 

電 

話 

〇
七
五
（
二
四
一
）
四
三
一
二 

 

既
刊
の
『
京
都
市
政
史
』
も
、
好
評
発
売
中
で
す
。
購
入
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
京
都
市
歴
史
資
料
館
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 

定
し
た
。
市
バ
ス
で
は
一
般
会
計
か
ら
の
補
助
金
に
頼
ら
な
い
自
立
し
た
経
営
を
、

地
下
鉄
で
は
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
運
営
し
続
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
交
通

局
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
オ
ー
ル
京
都
市
と
し
て
取
組
を
進
め
て
い
る
。
私
自
身
、
交

通
局
に
在
籍
し
て
い
た
間
、
春
や
秋
の
主
要
バ
ス
停
・
地
下
鉄
駅
に
お
け
る
お
客
様

案
内
、「
コ
ト
チ
カ
」
の
取
組
な
ど
、
管
理
者
を
筆
頭
に
局
職
員
挙
げ
て
熱
心
に
経
営

改
善
・
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
取
り
組
む
姿
が
非
常
に
印
象
深
く
残
っ
て
い
る
。
市
バ
ス

に
つ
い
て
は
、
平
成
一
五
年
度
以
降
黒
字
決
算
を
計
上
し
、
健
全
化
目
標
を
前
倒
し

し
て
経
営
改
善
の
目
途
が
立
ち
、
地
下
鉄
に
つ
い
て
も
現
金
収
入
が
黒
字
に
転
じ
る

な
ど
、
現
在
、
明
る
い
兆
し
が
見
ら
れ
る
の
は
、
僅
か
な
が
ら
関
わ
っ
た
一
人
と
し

て
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。 

 

三
点
目
は
、
「
京
都
市
立
芸
術
大
学
の
誕
生
」
で
あ
る
。
京
都
市
立
芸
術
大
学
は
、

明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
に
創
立
さ
れ
た
京
都
府
画
学
校
と
昭
和
二
七
年
に
創
立

さ
れ
た
京
都
市
立
音
楽
短
期
大
学
を
ル
ー
ツ
と
し
、
昭
和
四
四
年
に
京
都
市
立
芸
術

大
学
と
し
て
統
合
・
開
学
し
た
も
の
で
あ
り
、
美
術
学
部
は
一
三
〇
有
余
年
に
わ
た

り
、
音
楽
学
部
は
六
〇
年
に
わ
た
り
、
数
々
の
芸
術
家
・
演
奏
家
を
生
み
出
し
て
き

た
歴
史
あ
る
大
学
で
あ
る
。
そ
し
て
平
成
二
四
年
四
月
、
公
立
大
学
法
人
と
な
り
、

よ
り
柔
軟
か
つ
弾
力
的
な
大
学
運
営
が
可
能
と
な
る
組
織
体
制
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

奇
し
く
も
私
は
、
公
立
大
学
法
人
が
発
足
し
た
昨
年
四
月
に
京
都
市
立
芸
術
大
学
に

着
任
し
た
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
か
つ
修
行
中
の
身
で
は
あ
る
が
、
大
学
の
ま
す
ま
す
の

発
展
に
力
を
尽
く
す
次
第
で
あ
る
。 

 

以
上
、
思
い
つ
く
ま
ま
に
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
書
評
と
い
う
よ
り
自
分
自

身
の
思
い
出
話
的
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
お
許
し
願
い
た
い
。 

 

な
お
、
余
談
で
恐
縮
で
あ
る
が
、
昨
年
、
歴
史
資
料
館
に
お
い
て
「
特
別
展
『
京

都
市
政
史
』
刊
行
記
念 

戦
後
京
都
の
軌
跡
」
の
開
催
に
当
た
り
、
展
示
品
の
一
部

を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
、
花
を
添
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
関
係
者
の
方
に
対
し
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申

し
上
げ
た
い
。 

◇
『
京
都
市
政
史
』
第
三
巻
の
準
備
も
佳
境
に
入
っ
て
い

ま
す
。
前
号
に
続
き
、
編
さ
ん
委
員
会
の
主
な
活
動
を
ご

報
告
し
ま
す
。 

◇
二
〇
一
二
年
一
二
月
二
六
日 

市
政
史
年
表
編
研
究
会
（
第
一
回
） 

 
 

 

こ
の
会
議
で
は
、
年
表
編
編
さ
ん
の
準
備
の
基
本
方
針
と
合
わ
せ
て
、
第
三

巻
の
名
称
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
第
三
巻
の
名
称
は
、

「
財
政
の
あ
ゆ
み 

付
・
総
合
年
表
」
（
仮
）
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
は
、

第
三
巻
「
財
政
の
あ
ゆ
み 

市
政
史
年
表
」
と
す
る
案
を
、
次
回
の
市
政
史
編

さ
ん
委
員
会
に
提
案
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

◇
二
〇
一
三
年
二
月
六
日 

第
四
六
回
拡
大
事
務
局
会
議 

二
月
一
三
日 

編
さ
ん
委
員
会
（
第
五
八
回
） 

二
月
二
〇
日 

年
表
編
研
究
会
（
第
二
回
） 

三
月
一
二
日 

財
政
編
研
究
会
（
二
〇
一
二
年
度
第
三
回
） 

三
月
三
一
日 

 

『
京
都
市
歴
史
資
料
館
紀
要
』
第
二
四
号
に
「
京
都

市
政
史
刊
行
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
記
録
を
掲
載
。 

◇
こ
の
数
年
は
、『
京
都
市
政
史
』
等
に
つ
き
ま
し
て
、
一
般
の
書
籍
店
で
の
販
売
が

で
き
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨
年
末
か
ら
少
し
ず
つ
、
歴
史
資
料
館
以
外
で
の

販
売
を
始
め
て
い
ま
す
。
二
〇
一
二
年
一
二
月
一
五
日
か
ら
二
〇
一
三
年
一
月
一
四

日
ま
で
、
京
都
文
化
博
物
館
「
八
瀬
童
子
」
展
の
会
場
で
書
籍
販
売
を
行
っ
た
ほ
か
、

立
命
館
大
学
生
協
で
の
販
売
も
開
始
し
ま
し
た
。 

◇
今
号
は
、
元
市
政
史
編
さ
ん
助
手
の
佐
竹
朋
子
氏
（
京
都
女

子
大
学
非
常
勤
講
師
）
か
ら
、
京
都
市
右
京
区
京
北
地
区
上
弓

削
の
「
稲
波
（
輯
）
家
文
書
」
に
つ
い
て
の
史
料
紹
介
を
ご
寄

稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
文
書
に
は
、
明
治
期
に
京
都
府
会
議
員
な
ど
を
つ
と
め
た

実
業
家
・
稲
波
益
太
郎
の
関
係

文
書
だ
け
で
な
く
、
稲
波
誠
に

関
す
る
文
書
も
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
、
史
料
調
査
の
成
果

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
味

読
く
だ
さ
い
。
（
秋
） 


